
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宣言します！ 

政策マニフェスト 脇山
わきやま

 伸太郎
しんたろう

 

平成 30 年（2018 年）8 月に町長に就任して以降、基本理念である「安全・安心・元気で輝く町づく

り」「豊かで住みよい町づくり」のもと、人や産業を育てる施策(ソフト事業)、人や地域が産業に寄り添

ったサービス、後世に負担を残さない町づくりに全力で取り組んでまいりました。 

現在、玄海町を取り巻く状況は、平成７年（1995年）をピークに人口減少が続いております。また、

少子高齢化、子育て支援、介護や福祉、産業振興、人材育成など、多くの課題があるものと認識してお

ります。 

そのような中で、玄海町が「小さくてもきらりと光る町」として、人と町が活気にあふれ、

すべての人が心豊かに暮らすことができるよう、さまざまな施策に取り組むことが、私の使命で

あると認識しております。 

１期目に引き続き２期目も、「安全・安心・元気で輝く町づくり」「豊かで住みよい町づく

り」を基本理念とし、さらに地域の資源を存分に活かした多くのアイデアで、趣向をこらし

た催しやイベントが行われている「にぎわいのある町づくり」を目指します。 

また、人類の生存を脅かす感染症危機や気候変動、大規模災害などから町民の命と暮らしを守り「有

事の際でも柔軟でしなやかに対応できる町」を目指します。そして、デジタル化を通じて、

より豊かで便利な町をつくります。 

さらに、地球温暖化防止のための脱炭素化社会の実現や SDGs(持続可能な開発目標)にも貢

献していく必要があると考えています。 

すべての町民が玄海町に誇りを持ち、誰もが 

「玄海町に住んでよかった」「玄海町に住み 

続けたい」と言っていただけるような町を、皆様と 

ともに全力で築いてまいります。 

伸太郎ビジョン“５本の柱” 

１ 豊かで住みよい町づくり 

デジタル化（DX）を通じて、 

誰もが便利で健やかな暮らしを送ることができる町にします 

1 期目 4 年間の実績 これから４年間の取組み方針 

 公営学習塾を開校【R3】 

 全学年のプログラミング学習を開始【R3】 

 玄海みらい学園入学祝金を開始【R3】 

 タブレット学習を開始【R2.9】 

 図書館ポイント事業を開始【R2】 

 学校給食無償化【H31】 

 保育園副食費無償化【R1】 

 子育て世代包括支援センターを設置【H31】 

 病後児保育「わんわん」を開設【R1】 

 運転免許自主返納支援事業を開始【R2】 

 後期高齢者の医療費助成【R3】 

 希望する小学生を対象に、公営学習塾に新た

に英語学習を取り入れ、町の未来を担う人材育

成に取り組みます。 

 図書館等複合施設が町民ニーズに応えるよう、

運営手法の検討及び整備を推進します。 

 すべての子どもが幸せに暮らせるよう、子ども

の発達やひとり親への支援など、多様な視点で

子どもの成長をサポートします。 

 デジタル技術を活用して、便利で利用しやすい

公共交通の運行方法を検討し、導入します。 

 高齢者が安心して元気に生活できる環境を整

え、健康寿命を延ばします。 

 町民の健康の維持・増進を目指し、自ら健康管

理に取り組む習慣を広めます。 

１. 豊かで住みよい町づくり 
デジタル化(DX)を通じて、誰もが便利で健やかな暮らしを送ることができる町にします 

２. 地元産業が元気になる町づくり 

農林漁業・中小企業の振興を通して、にぎわいと雇用を創出できる町にします 

３. 安全安心な町づくり 

感染症や災害から町民の命と暮らしを守り、安全安心に暮らせる町を目指します 

４. 心やすらぐ町づくり 

地域の文化や風景を守り育み、観光資源を磨き上げ、さらに魅力的な町にします 

５. 自立した町づくり 

町民皆さんの活躍を後押しし、未来に向けて前進を続ける町を目指します 

魅力にあふれ 
誇りを持てる玄海町 

住みたい町へ 
政策マニフェストの “基本理念” 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 心やすらぐ町づくり 

地域の文化や風景を守り育み、 

観光資源を磨き上げ、さらに魅力的な町にします 

1 期目 4 年間の実績 これから４年間の取組み方針 

 玄海町商工観光事業補助金を創設【R2.4】 

 賑わい創出や地域づくり推進を目的に地

域イベント事業費補助金を新設【R2.4】 

 玄海町観光戦略を策定【R3.3】 

 九州経済産業局と連携して上場地域の

観光ルートづくり検討【R2～3】 

 玄海町観光大使の任命【R3】 

 文化講演会の開催（コンサート、映画） 

 地域文芸作品公募事業【R3】 

 スポーツでの地域交流や健康づくりを

目的にサガン鳥栖と協定を締結【R3.10】 

 玄海町観光戦略に沿って事業を推進します。 

 上場地域の観光ルートづくりと情報発信を強

化して、観光客の誘致に取り組みます。 

 観光客の消費を促す拠点づくりを進めます。 

 浜野浦の棚田など景観の保全と、景観を活か

したコンテンツづくりに取り組みます。 

 廃校施設の利活用について検討します。 

 小中学生が本物のアートや歴史文化に触れる

機会を創出します。 

５ 自立した町づくり 

町民皆さんの活躍を後押しし、 

未来に向けて前進を続ける町を目指します 

 町民や企業、大学等の経験・技術・アイデアを積

極的に政策に反映し、一緒に取り組みます。 

 最先端技術を使って、エネルギーを賢く使う取

組を支援し、環境保全や脱炭素化を進めます。 

 SDGs への貢献も見据え、日本や世界に貢献

できる政策を行います。 

 各種交付金を活用しながら、明るい未来の玄海

町に向け、必要なところに、必要な予算を投資

します。 

 デジタル技術を活用して、役場業務を効率化

し、利用しやすい役場へ革新します。 

 社会の変化に柔軟に対応する組織づくりに取

り組みます。 

1 期目 4 年間の実績 これから４年間の取組み方針 

 政策推進室を設置【H31】 

 中長期財政計画の見直し【R2】 

 住民税・固定資産税の納期数の変更【R2】 

 （株）A コープ九州と「高齢者見守り活

動」協定の締結【R3】 

 一般社団法人石積み学校と棚田保全に

関する連携協定を締結【R3.10】 

  

２ 地元産業が元気になる町づくり 

農林漁業・中小企業の振興を通して、 

にぎわいと雇用を創出できる町にします 

1 期目 4 年間の実績 これから４年間の取組み方針 

 新型コロナ対策としての経済的支援策

「玄海町みんなで応援券」を発行【R2】 

 「プレミアム付食事券」を発行【R3】 

 漁業次世代人材投資資金を開始【R3】 

 浜野浦の棚田米のブランド化を支援【R2】 

 EC サイト「ごろっと玄海」を開設【R3】 

 玄海町元気 1・2・3 産業振興基金の融資

限度額引き上げ【H31.4】 

 玄海町みんなの地域商社を設立【R3.2】 

 ふるさと応援寄附額最高額の達成【R3】 

 ミシマサイコを使ったペットボトル茶 

「和彩香茶」開発・販売を開始【R4.5】 

 新型コロナウイルス感染症で打撃を受けた地

域産業の振興に取り組みます。 

 農林漁業の新規就業者を支援します。 

 民間企業の誘致に向け、新たな支援策を検討し

ます。 

 町を支える中小企業の活性化を支援します。 

 地域資源を活用し、外貨を稼ぐ力を育てます。 

 遊休農地の活用に関する支援を行います。 

３ 安全安心な町づくり 

感染症や災害から町民の命と暮らしを守り、 

安全安心に暮らせる町を目指します 

1 期目 4 年間の実績 これから４年間の取組み方針 

 防災安全課を設置【R1.10】 

 防災専門官を任用【R2.2】 

 国土強靭化地域計画を策定【R3.8】 

 津波避難計画の策定【R3.10】 

 玄海町緊急時対応の改定【R3.7】 

 玄海町防災公式 SNS の導入【R3.5】 

 原子力アドバイザーの委託【R2.4】 

 空家条例の制定【R1.9】 

 空き家バンク制度を開始【R2.4】 

 防犯灯の維持管理を町へ移行【R2.4】 

 防犯灯や街灯の順次 LED 化【R2.4】 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経

済活動の両立を図る取組を進めます。 

 災害時の司令塔かつ防災教育の実践の場とし

て「防災センター」の整備を進めます。 

 有浦川河川改修（県事業）の推進を図るととも

に、関連事業を着実に実行します。 

 「空家等対策計画」を作成し、空き家の適正な

管理と利活用を行う方針を検討します。 

 安心な暮らしを実現できるよう移住窓口の設

置やお試し体験住宅を整備します。 

 防犯灯等の更なる整備や緑地保全等の住環境

整備と住宅地の整備を進めます。 


